
プレスリリース

「平成26年産水稲の作付面積及び予想収穫量（10月15日現
在）」及び「平成26年産水稲における青死米等の発生状
況」について

農林水産省は、「平成 26 年産水稲の作付面積及び予想収穫量（10 月 15 日現在）」及
び「平成 26 年産水稲における青死米等の発生状況について」を取りまとめました。

平成 26 年産水稲の作付面積及び予想収穫量（10 月 15 日現在）について

平成 26 年産水稲の作付面積及び予想収穫量（10 月 15 日現在）のポイントは以下のとお
りです。

・ 平成 26 年産水稲の作付面積（子実用）は 157 万 3,000ha で、うち主食用作付見
込面積は 147 万 4,000ha が見込まれる。

・ 全国の 10a 当たり予想収量は 536kg（作況指数 101）が見込まれる。
・ 以上の結果、予想収穫量（子実用）は 843 万 8,000t が見込まれる。

また、主食用作付見込面積に 10a 当たり予想収量を乗じた予想収穫量（主食用）
は 788 万 5,000t が見込まれる。

・ ふるい目幅別重量分布は 1.85mm 未満の割合が、過去 5か年平均値と比べて 0.4％
多くなっている。

平成 26 年産水稲の作付面積及び予想収穫量（10 月 15 日現在） については、以下の URL
でも御覧になれます。

http://www.maff.go.jp/j/tokei/kouhyou/sakumotu/sakkyou_kome/index.html#y3

平成 26 年産水稲における青死米等の発生状況について

平成 26 年産水稲における青死米等の発生状況のポイントは以下のとおりです。

・ 平成 26 年産水稲における青死米等の混入割合は全国平均で 6.4％（サンプル数
1,001）であった。

・ 平成 26 年産青死米等の発生量は、過去の平均（一般社団法人日本精米工業会が
行った平成 22～平成 24 年産調査）と比較して 2.1％の増加となっている。

＜添付資料＞

・ 平成 26 年産水稲の作付面積及び予想収穫量（10 月 15 日現在）（10 月 30 日 22 時
差替）

・ 平成 26 年産水稲における青死米等の発生状況

平 成 26 年 10 月 30 日
農 林 水 産 省
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お問い合わせ先

「平成 26 年産水稲の作付面積及び予想収穫量」並びに「平成 26 年産水稲におけ
る青死米等の発生状況」の調査の概要の 2及び 3(1)に関すること

大臣官房統計部生産流通消費統計課

担当者：普通作物統計班 松原、野田 面積統計班 三橋、森田

代表：03-3502-8111（内線 3682、3681）

ダイヤルイン：03-3502-5687

FAX：03-5511-8771

「平成 26 年産水稲における青死米等の発生状況」の調査の概要の 3の(2)、(3)、
4 及び参考に関すること

生産局農産部農産企画課

担当者：米穀需給班 齋官（サイカン）、谷口

代表：03-3502-8111（内線 4975）

ダイヤルイン：03-6738-8973

FAX：03-6738-8976

当資料のホームページ掲載 URL
http://www.maff.go.jp/j/press/
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